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令和元年９月吉日 

 

関東甲信地区各都県教育委員会教育長 様 

  同  各市区町村教育委員会教育長 様 

  同      各 学 校 長   様 

  同   関 係 各 位 

 

第４３回関東甲信地区中学校英語教育研究協議会 

東 京 大 会   会 長  刀 根 武 史 

 

第４３回関東甲信地区中学校英語教育研究協議会 

東京大会（第二次案内） 
 

 

 

１ 趣 旨 

これまでの英語教育の実践並びに英語教育の現状を見直し、英語教師自らの資質の向上と授業の改

善・充実を図り、関東甲信地区英語教育の発展に寄与しようとするものである。 

 

２ 主 題 

「主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度の育成 

～新学習指導要領全面実施に向けて～」 

 

３ 主 催  

 関東甲信地区中学校英語教育研究協議会   東京都中学校英語教育研究会 

 

４ 共 催 

山梨県中学校英語教育研究会         千葉県教育研究会外国語教育部会 

茨城県教育研究会英語教育研究部       神奈川県公立中学校教育研究会英語科部会 

群馬県小学校中学校教育研究会中学校英語部会 長野県英語教育研究会 

栃木県中学校教育研究会英語部会       埼玉県英語教育研究会 

 

５ 後 援 

文部科学省    山梨県教育委員会 茨城県教育委員会  群馬県教育委員会 

栃木県教育委員会 千葉県教育委員会 神奈川県教育委員会 長野県教育委員会 

埼玉県教育委員会 東京都教育委員会 品川区教育委員会 

東京都中学校教育研究会  公益財団法人日本教育公務員弘済会東京支部 

 

６ 期 日 

  令和元年１１月１５日（金） 

 

７ 大会内容 

（１）午前の部  開会行事、全体会（基調提案、記念講演） 

（２）午後の部  公開授業、分科会 
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８ 会 場 

（１）全体会場 

     国立オリンピック記念青少年総合センター カルチャー棟 大ホール 

     〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1（小田急線参宮橋駅下車徒歩約 7分） 

  

（２）分科会場 

国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 

      第１分科会  ３０９研修室 東京（東京都中学校英語教育研究会 研究部） 

      第２分科会  ３１０研修室 東京（東京都中学校英語教育研究会 調査部） 

      第３分科会  ４０１研修室 埼玉、山梨、茨城、群馬 

      第４分科会  ４０２研修室 栃木、千葉、神奈川、長野 

 

９ 日 程 

9:10   9:40    10:20    11:30   13:00      14:15 14:35     16:35 

 

受 付 

開 

会 

行 

事 

基 

調 

提 

案 

 

記念講演 

 

昼 食 

 

 

公開授業 

指導・講

評 

 

移

動 

 

分科会・ 

研究協議 

閉

会

行

事 

     

○全体会記念講演 

   講 師： 青山学院大学 教授 木村 松雄 氏 

   

○公開授業 

授 業 者： 品川区立荏原第六中学校 指導教諭 岡崎 伸一 

   指導助言者： 東京家政大学 教授 太田 洋 氏 

 

１０ 主題設定の理由 

  グローバル化が急速に進む中で、外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力の育成は益々求

められるところとなっている。特に、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契

機として、多くの外国人の方が日本に来ることで、外国人との交流の機会がこれまで以上に増えること

が予想される。 

このような中、中学校においては令和３年度に全面実施となる新学習指導要領への具体的な移行期

間への対応を迫られており、適切な移行措置への対応で、生徒の外国語によるコミュニケーションを図

る資質・能力の育成に十分に努めていかねばならない。 

  そこで学習指導要領における外国語（英語）科の目標に照らし、東京都中学校英語教育研究会では

これまでの実践を基に、「グローバル化に対応した英語教育の実践」を研究のテーマとして研究を進

めてきた。特に、東京方式少人数・習熟度別指導を実施する中で、グローバル化に対応し、国際共通

語としての英語力向上をめざし、コミュニケーション能力を育成する指導法と評価について、研究授

業やワークショップ等を通して研究を進めてきたところである。 

これまでの研究実践を受けて、東京大会では「主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ろう

とする態度の育成」を研究主題とし、この主題に迫るため、３年間を通して育てたい生徒像の具現化

に向け、①「語い」、②「評価・テスト」、③「読むこと、書くこと」、④「聞くこと、話すこと」の

４点を研究の中核ととらえ分科会のテーマとした。また、今後、着実に新学習指導要領の全面実施に

向けての取組が各校において推進されるよう「新学習指導要領全面実施に向けて」を副題とした。 
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１１ 分科会テーマ・提案都県 

 

第１分科会 「語い」指導の充実 

提案者  東京都中学校英語教育研究会 研究部 

【発表の概要】 

新学習指導要領では、小学校で 600～700 語程度、中学校で 1600～1800 語程度の語を指導すると

示されている。小学校から中学校卒業までに指導する 2200～2500 語程度の語（語いリスト）指導の

充実について研究する。 

 

第２分科会 「ペーパーテスト」における評価の充実 

提案者  東京都中学校英語教育研究会 調査部 

      千代田区立九段中等教育学校 主任教諭 荒 川 高 広  

           調布市立第五中学校          指導教諭 加 藤 真 由 子  

【発表の概要】 

新学習指導要領での評価の観点である「知識・技能」及び「思考・判断・表現」を定期考査など

のペーパーテストでいかに評価していくか、また、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の指導と評

価が一体となったテストの在り方について具体的な授業展開を基に研究する。 

 

第３分科会「読むこと、書くこと」の言語活動の充実 

提案者  さいたま市立与野南中学校  教諭 関  勇 人  

山梨市立山梨北中学校   教諭 広 瀬 竜 太  

牛久市立下根中学校    教諭 福 澤 誉 子  

安中市立松井田東中学校  教諭 伊 藤 美 奈 子  

【発表の概要】 

聞いたり読んだりして理解したことを基に、思考・判断したことについて、新たに読み取ったり

書いたりすることを通して自分の考えや気持ちなどを主体的に表現する言語活動の充実について研

究する。 

 

第４分科会「聞くこと、話すこと」の言語活動の充実 

提案者  鹿沼市立西中学校      教諭 金 子 義 慶  

八千代市立阿蘇中学校    教諭 鈴 木 翔 太 郎  

相模原市立相模台中学校   教諭 加 藤 潤 也  

松本市立並柳小学校     教諭 花 岡 宏 弥  

【発表の概要】 

聞いたり読んだりして理解したことを基に、即興で事実や意見、感情等を伝え合いながら、会話

を継続・発展させる言語活動の充実について研究する。 
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１２ 会場責任者、提案者、指導助言者一覧 

 

 会場責任者 提案者 指導助言者 

 

第

１

分

科

会 

 

大田区立貝塚中学校 

校長 田 谷 至 克  

 

東 京 都 中 学 校 英 語 教 育 

研究会 研究部 

 

東京家政大学 

教授 太 田  洋  

 

第

２

分

科

会 

 

板橋区立志村第二中学校 

校長 斉 藤 節 子  

 

千代田区立九段中等教育学校 

主任教諭 荒 川 高 広  

 

調布市立第五中学校 

指導教諭 加 藤 真 由 子 

 

玉川大学 

准教授 工 藤 洋 路  

 

 

 

 

第

３

分

科

会 

 

越谷市立西中学校 

校長 小 島 久 和  

 

西桂町立西桂中学校 

校長 知 見 晴 弘  

 

土浦市立新治学園義務教育学校 

校長 栗 原 純 一  

 

藤岡市立小野中学校 

校長 吉 崎  仁  

 

 

さいたま市立与野南中学校  

教諭 関  勇 人  

 

山梨市立山梨北中学校 

教諭 広 瀬 竜 太  

 

牛久市立下根中学校 

教諭 福 澤 誉 子  

 

安中市立松井田東中学校 

教諭 伊 藤 美 奈 子 

 

さいたま市教育委員会指導１課 

主任指導主事 加 藤 英 教  

 

南アルプス市立八田小学校 

校長 石 井  敬  

 

守谷市教育委員会 

指導主事 西 尾 直 美  

 

群馬県教育委員会義務教育課 

教科指導係 

指導主事 田 村  強  

 

 

 

 

第

４

分

科

会 

 

 

 

 

 

鹿沼市立北押原中学校 

校長 大 塚 勝 一  

 

千葉市立稲毛中学校 

校長 石 川 浩 行  

 

相模原市立谷口中学校 

校長 見 城 俊 夫  

 

飯山市立秋津小学校 

校長 三 井 康 幸  

 

鹿沼市立西中学校 

教諭 金 子 義 慶  

 

八千代市立阿蘇中学校 

教諭 鈴 木 翔 太 郎  

 

相模原市立相模台中学校 

教諭 加 藤 潤 也  

 

松本市立並柳小学校 

教諭 花 岡 宏 弥  

 

鹿沼市教育委員会 

指導主事 髙 橋 奈 穂 子 

 

八千代市立八千代中学校  

教頭  尾 崎 さ お り 

 

相模原市教育委員会教育センター 

指導主事  鈴 木 正 和 

 

松本市立島立小学校 

教頭 桐 井  誠  
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問い合わせ先 

  【東京大会全般について】 

第４３回関東甲信地区中学校英語教育研究協議会東京大会事務局 

東京都中学校英語教育研究会 

葛飾区立水元中学校 校長 遠 藤 哲 也  

〒125-0032 東京都葛飾区立水元中学校 

電話    03(3607)4296（学校代表）  

FAX    03(5699)1619 
電子ﾒｰﾙ   tetsuya.endou@katsushika.ed.jp   

 

【大会参加申込システムについて】 

株式会社 JTB 東京多摩支店  

第 43 回関東甲信地区中学校英語教育研究協議会 東京大会係 

 担当 石戸谷・川上・田口・中澤・小田切・西村 

 〒190-0023  東京都立川市柴崎町 2-12-24 MK 立川南ビル 3 階 

電話       042-521-5560        FAX  042-521-5568  

電子ﾒｰﾙ    kanburo43_tokyo@jtb.com （43 の後にアンダーバーが入ります） 

※大会参加に関して、お電話での申し込み・変更は承っておりません。 

お手数ですが、大会参加システムより申し込み・変更をお願い致します。 

その他お問い合わせは、電子メールよりお願い致します。 

営業時間    平日 9：30～17：30 土日祝休業 

１３ 参加申込 

参加の申込はホームページ上で行っていただきます。下のホームページアドレスより申込手続きを

行ってください。※ＱＲコードからもアクセスできます。 

 

第４３回関東甲信地区中学校英語教育研究協議会 東京大会ホームページ〈申し込み開始：９月 16 日(月)〉 

 

 

 

 

〇申込みにつきましては、①東京都の国・公立学校に勤務の方、②他県の学校およ

び私立学校に勤務する方、③学生の方、④業者の方、⑤一般の方の分類となって

います。 

※御自身の住所地でのお申込みではありませんのでお気を付けください。 

○分科会の申込みは先着順となります。人数によってはお受けできなくなることも

あります。その場合は、他の分科会を御指定ください。 

〇宿泊については取り扱っておりません。 

〇参加代金の支払いは、「銀行振り込み」のみとなります。なお、別途振込手数料が発生する場合は、

御負担をお願いいたします。 

〇昼食は、各自でおとりください。※会場内にレストラン（p.6 参照）もございます。 

〇大会参加費 4,500 円（大会要項・資料代等を含む）※学生 1,000 円 

  大会報告書 1,500 円（希望者）※令和２年２月頃発送予定 

 〇申込締切日  令和元年 11 月８日（金）正午 

〇領収書のご依頼は上記ホームページ上にてお願い致します。 

  なお、領収書の受け渡しは大会当日に受付にてお渡しする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://amarys-jtb.jp/kanburo43_tokyo/ 
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 会場までのアクセス  

〇小田急線 参宮橋駅 下車 徒歩約７分 

〇地下鉄千代田線 代々木公園駅 下車〔代々木公園方面出口〕 徒歩約１０分 

〇京王バス 新宿駅西口（１６番）より代々木５丁目 下車 

      渋谷駅西口（１４番）より代々木５丁目 下車 

 

 会場図  

  〇全体会場 カルチャー棟 １階 大ホール 

  〇分科会場 センター棟  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇お食事  

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 案 内 図 

第１分科会 

(３０９研修室) 

第２分科会 

(３１０研修室) 

第３分科会 

(４０１研修室) 

第４分科会 

(４０２研修室) 

カフェテリアふじ 

（５００席） 

他施設内食堂 

・カルチャー棟（２階） 

 レストランとき 190 席 

・D 棟（９階） 

レストランさくら 60 席 

カフェ フレンズ（５０席） 


